
カ
レ
ッ
ジ
は
、
ど
ん
な
学

校
か
、
何
を
学
ぶ
の
か
、
伝

え
る
た
め
に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
（
学
校
説
明
会
）
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
者
は
大

工
実
技
実
習
の
授
業
の
一
部

も
体
験
で
き
ま
す
。
ま
た
、

「
入
学
時
以
降
、
東
京
建
築

カ
レ
ッ
ジ
へ
の
通
学
を
保
障

す
る
建
築
関

係
の
事
業
所

に
入
職
し
て

い
る
こ
と
」

が
入
学
資
格

の
た
め
、
希

望
者
に
は
カ
レ
ッ

ジ
職
業
紹
介
所
が

就
職
先
の
紹
介
も

行
い
ま
す
。
新
入

社
員
教
育
に
カ
レ
ッ

ジ
を
利
用
（
学
費

の
全
額
を
会
社
負

担
）
す
る
工
務
店

や
建
設
会
社
に
就

職
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
得
ら
れ

ま
す
。

開
催
日
は
６
月
15
日
（
日
）
、

８
月
24
日
（
日
）
、
12
月
７

日
（
日
）
。
会
場
は
６
月
と

12
月
が
江
東
実
習
場
、
８
月

は
池
袋
校
舎
。
各
回
と
も
午

前
11
時
～
午
後
５
時
ま
で
。

参
加
登
録
は
カ
レ
ッ
ジ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。
お
問
い
合

わ
せ
は
電
話
０
３
・
５
９
５

０
・
１
７
７
１
、
技
術
研
修

セ
ン
タ
ー
内
カ
レ
ッ
ジ
係
。

自
分
で
作
る
喜
び
は
最
高

「
昨
年
10
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
参
加
し
て
、
土
台

と
柱
の
接
合
部
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
の
よ
う
な
作
品
を
つ
く
り

ま
し
た
。
課
題
の
図
面
を
理

解
し
材
料
に
墨
付
け
を
し
て

か
ら
手
道
具
で
刻
み
ま
す
。

先
生
に
助
け
て
も
ら
い
な
が

ら
自
分
で
作
り
上
げ
た
喜
び

は
最
高
。
終
了
後
は
就
職
の

相
談
も
で
き
ま
す
。
手
道
具

使
い
か
ら
学
べ
る
建
築
の
学

校
は
貴
重
で
す
。
も
の
づ
く

り
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
の

な
ら
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
」

（
第
30
期
生
池
田
祐
希
子
、

建
築
大
工
、
㈱
辰
建
）
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授業見学
大歓迎！

「建築のしごと 建築カレッジからはじめよう」
オープンキャンパスで実技実習体験を

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
、
カ
レ
ッ
ジ
）

は
来
年
４
月
入
学
生
を
募
集
中
で
す
。
建
築

未
経
験
者
で
も
仲
間
と
一
緒
に
学
べ
ば
、
将

来
の
可
能
性
は
広
が
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。昨年オープンキャンパスに参加して今

春入学した1年生6人のうち3人に、学
校宣伝の撮影に協力してもらいました

4月2日の入学式・オリエ
ンテーションから１か月が経
ちました。新入生（第30期
生）18人は1日も欠席者を出
すことなく、元気に学んでい
ます。大工手道具の整え方を
学んで以降は、早朝や放課後
に自主練習する人が目立ちま
す。実技実習、安全の学習、
数学、基礎製図、構造力学。
新しい学びを日々吸収し、す
くすく成長しています。
まだまだこれからの段階で

すが、クラスメイト同士が声
かけあって「良い受講態度を
維持していこう」という動き
が見られます。夏の競技大会
出場を目指す「四方転び踏み
台」入門講習会（任意参加）
への参加者も3人います。授
業の様子を見に来てください。

第
30
期
生
18
人

入
学
し
て
一
か
月
、
す
く
す
く
成
長

今
年
も
入
学
生
募

集
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
本
校

の
入
学
定
員
は
20
人
。

受
け
入
れ
可
能
な
25

人
入
学
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
▼
卒
業
後
の
進
路

が
多
様
な
高
校
の
先
生
に
よ

る
と
、
こ
れ
ま
で
高
校
新
卒

を
正
社
員
採
用
し
て
こ
な
か
っ

た
大
企
業
の
求
人
が
増
え
る

一
方
、
進
学
志
向
は
増
加
傾

向
。
高
校
新
卒
の
獲
得
は
さ

ら
に
厳
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

あ
る
都
立
工
科
高
校
の
進
路

指
導
の
先
生
か
ら
は
「
う
ち

は
進
学
校
に
変
わ
り
ま
し
た
。

就
職
組
は
大
き
く
減
り
ま
す
」

と
言
わ
れ
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
▼
た
だ
、
希
望
が
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
建

築
の
仕
事
が
カ
ッ
コ
イ
イ
と

思
う
若
者
は
少
な
く
な
い
こ

と
。
環
境
意
識
の
高
ま
り
か

ら
木
造
建
築
の
可
能
性
に
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で

す
▼
無
垢
の
木
を
建
築
に
ど

う
使
う
か
、
先
人
の
知
恵
を

手
道
具
・
手
刻
み
か
ら
習
得

し
て
い
く
本
校
独
自
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
魅
力
を
も
っ
と

多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
目
標
達
成
の
展

望
は
開
け
る
と
確
信
し
ま
す
。

規矩準縄勾

「
新
人
教
育
で
カ
レ
ッ
ジ
入
学
」

就
職
先
も
紹
介
し
ま
す



建
築
の
仕
事
に

必
要
な
数
学
を
初

歩
か
ら
学
ぶ
「
建

築
測
量
基
礎
」
は
本
校

名
物
授
業
の
１
つ
。
カ

レ
ッ
ジ
第
９
期
卒
業
生

の
元
都
立
高
校
教
員

（
担
当
科
目
は
物
理
）
、

黒
田
順
さ
ん
が
自
作
し

た
「
建
設
業
従
事
者
の

た
め
の
数
学
講
座
」
と

い
う
テ
キ
ス
ト
で
進
め

ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に

「
こ
の
先
生
に
中
学
校

で
習
い
た
か
っ
た
！
」

と
い
う
声
が
上
が
り
ま

す
。黒

田
先
生
が
重
視
し

て
い
る
の
は
、
「
な
ぜ
、

そ
う
な
る
の
か
」
の
問

い
か
け
で
す
。
分
数
同

士
の
割
り
算
は

な
ぜ
片
方
を
ひ
っ

く
り
返
し
て
掛

け
る
の
か
、
自

分
の
言
葉
で
説

明
で
き
る
理
解

に
到
達
で
き
た

ら
、
他
人
に
説

明
で
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
学
習
で
は
、

先
に
理
解
で
き
た
人
は

自
然
に
仲
間
を
教
え
る

側
に
ま
わ
り
、
説
明
力

が
試
さ
れ
ま
す
。
「
こ

こ
ま
で
理
解
で
き
た
人

は
応
用
力
が
付
く
」

（
黒
田
さ
ん
）
。

カ
レ
ッ
ジ
で
は
授
業

日
の
終
礼
で
の
「
日
報
」

提
出
を
義
務
付
け
、
各

科
目
の
受
講
感
想
を
書

か
せ
て
い
ま
す
。
数
学

講
座
に
つ
い
て
は

「
勾
殳
玄
の
作
る
三
角

こ
う
こ
げ
ん

形
が
出
て
き
た
。
屋
根

工
事
で
必
要
な
と
こ
ろ
。

同
じ
班
の
仲
間
に
教
え

る
こ
と
も
勉
強
に
な
る
」

と
い
う
記
述
も
あ
り
、

教
育
の
効
果
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

◎
新
入
生
歓
迎
会

東
京
土
建

江
東
支
部
会
館
で

４
月
26
日
、
２
年
生

（
第
29
期
生
）
の
企
画
・

運
営
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
に
は
、
在
校
生
が

企
画
・
運
営
す
る
懇
親

会
が
４
つ
あ
り
ま
す
。

新
入
生
歓
迎
会
、
納
涼

会
、
忘
年
会
、
修
了

（
卒
業
）
祝
賀
会
で
す
。

毎
年
、
納
涼
会
ま
で
は

２
年
生
が
担
当
、
忘
年

会
か
ら
新
１
年
生
が
企

画
・
運
営
し
ま
す
。
今

年
の
12
月
の
忘
年
会
か

ら
は
1
年
生
が
企
画
・

運
営
す
る
懇
親
会
に
な

り
ま
す
。
参
加
者
が
み

ん
な
楽
し
め
る
会
の
運

営
も
社
会
人
の
勉
強
の

一
つ
で
す
。
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東京建築カレッジは、研修生の視野を広げる特別
授業を豊富に設けています。オムニバス授業『建築
社会論』の森山高至さん（建築エコノミスト／一級
建築士）の授業もその一つです。このほど、森山さ
んの新しい著作が出版されました。「第三章 住宅
のファスト化」、「第四章 建築人材のファスト化」
の内容は、本校の教育活動の意義をあらためて確認
させてもらえる内容となっています。扶桑社新書、
2025年5月、本体1050円＋税。

「廻り階段」
ま わ

原寸図から製作実習
安全教育修了後、丸のこ作業も

右
は
、
班
ご
と
に
製
作

す
る
廻
り
階
段
の
模
型
。

難
度
の
高
い
実
習
課
題

で
す
。
丸
の
こ
を
使
う

の
で
安
全
指
導
に
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

建
築
の
仕
事
で
欠
か
せ
な
い

「
数
学
」
を
好
き
に
な
る

グループ学習で教えあ
う数学の授業。「教え
ることで理解が深まる」
の感想も

「建築社会論」担当 森山 高至 講師

新刊『ファスト化する日本建築』（扶桑社新書）発売

計測無し250㎜の長
さに切断するゲーム

2年生（第29期生）の4月の実
技実習課題は「廻り階段」。班
学習でうち1班は2階建ての実習
棟に取り付ける階段を担当しま
す。原寸図作成から作業を開始。
「今やプレカットばかりだが、
君たちは階段を図面から自分で

作れる大工をめざせ！」という
厳しい指導で、緊張感に満ちた
授業になっています。
この授業は丸のこを使います。

開始前に「丸のこ作業従事者教
育」を全員受講・修了し、安全
第一で授業を進めています。


